
新型制御盤CRT表示の人間工学的評価
＜原子力発電所の運転・監視性の向上＞

本店原子力計画部

＜要旨＞ 今後，建設される原子力発電所の制御盤は，膨大なテ・ークの運転監視性の向上を目指して計算
機によりデークを集約，整理し，CRT表示を行う予定である。このため，表示画面の内容について，人
間工学的評価基準による検討方法と浜岡3号機の制御盤のCRT画面への適用例を紹介する。

1 評 価の心要性

米国スリーマイル島原子力発電所事故を契
機として，運転員の誤判断·誤操作を防止す
るため，制御盤の主要なプラント・パラメー
クの表示方法および制御盤のレイアウト等に
ついて，人間工学を十分に考慮した設計が従
来以上に必要になってきた。

これに呼応して，今後の当社の原子力発電所中
央制御盤は，通常運転時および事故時の膨大なフ゜

ラントデークを 計算機で処理し， その結果を集
約・整理してCRT画面に表示し，運転員の総合
判断機能を強力に補助することのできる新型制御
盤を採用する計画である。

このような新型制御盤が初期の目的を十分に達
成していることを確認するためには，CRT表示
を主体とした人間工学的評価が重要となってきて
いる。

2 新型制御盤の概裏

新型制御盤の主盤を第1図に，CRT画面の例
を第2図に示す。中央制御室のCRT総数は，主
盤7台，ECCS盤2 台，ユニット監視机1台，
当直長机2台の計12台である。

新型制御盤の主な特徴は
① CRT表示ジステムによる監視機能強化

® 操作の自動化
® 主盤·副盤の分離
④ 各種計器の分散・再配置の実施
® 警報の重要性識別の容易化
⑥ 器具の重要性識別の容易化
である。

第1図 新蓋鯖鶴盤（主蓋）

3 評価手法とその遍用

上記新型制御盤の設計にあたってこの方面での
研究が進んでいる米国の原子力委員会(NRC)
の指針および各種研究機関の論文を調査し，更に
その内容を日本人にあったものにするため，浜岡
原子力発電所の運転員へのアンケ......トや日本人の
体形調査を行い，評価の基準を作成した。

評価項目は，画面レイアウト，色彩，グラフの
書き方，キーポード等全般について約 200 項目あ
り，その1 例を以下に述べる。
o画面の表示密度は25％以下である。
0 単語は左側を，数字は右側をそろえる。
0 関連情報は1画面にまとめる。

0 同一画面内の他の情報と区別するためには，横
方向は3文字，上下方向は1文字以上間隔をと
る。

0 系統図の入力は画面の左側，出力は画面の右側
に配置する。

o目盛のきざみは適当に付けるのではなく， 1'
2, 5, 10単位とすること。

0 4本以上の線を並列に配置しない。
0 色は8色以下とする。
〇ノヽードコヒ゜ ー等を考慮して，色のみにたよった

表示はしない。
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